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医学的適応による生殖機能維持の支援と普及に向けた総合的研究 
「妊よう性温存医療登録システムの運用による支援体制の強化」 

 
                                   
          研究分担者：髙井 泰 埼玉医科大学医学部 教授 
 
 
Ａ.研究目的 
我々が所属する日本がん・生殖医療学会（JSFP）
が設立した日本がん・生殖医療登録システムへ
の全例登録を通じて、原疾患治療施設と生殖医
療施設の連携の実態（紹介率の地域、疾患、年齢
等による差など）や疾患、進行期、治療内容ごと
の成績（予後、妊娠率など）を明らかとする。J
OFRに約20年間の全国データを入力して解析す
ることによって、妊孕性温存の実態を明らかに
できる。例えば、原疾患治療施設、地域、診療科
や疾患の種類等によって妊孕性温存の実施率や
治療成績が異なるかどうか、などが明らかとな
り、医療連携の量的・質的評価パラメータの一つ
として今後の行政に活かすことが可能となる。
さらに患者の長期間の追跡が可能となる。これ
により、医療者、患者、家族、行政それぞれの立
場でのニーズや課題の抽出が可能となり、患者、
家族の背景に応じた支援策が明確になる。 
 
 
Ｂ.研究方法 
日本産科婦人科学会に登録された全国123の妊
孕性温存実施施設において、これまで妊孕性温
存のために受診した約2,000症例について原疾
患名（悪性腫瘍、免疫疾患、内分泌疾患等）、進
行度、原疾患治療施設名、妊孕性温存実施施設名、
治療内容、1年ごとの生死や生殖機能、妊娠の有
無や出生児の情報などを、日本がん・生殖医療登
録システム（https://database.j-sfp.org; JOF
R）に入力していただき解析を行う。尚、精子に
関しては登録施設以外での温存も行われている
ため、範囲を広げて調査をおこなう。 
 
 
Ｃ.研究結果 
2021年4月から「小児・AYA世代のがん患者等の妊
孕性温存療法研究促進事業」が開始され、日本が
ん・生殖医療登録システム（Japan Oncofertili
ty Registry; JOFR）に登録することが公的助成
の条件となった。2022年1月時点で136施設から6
502例が登録され、2020年8月時点の2354例から
順調に増加した。2021年は男性428例、女性523例
が登録され、そのうち妊孕性温存療法を受けた
症例は、男性が390症例、女性が405例だった。カ
ウンセリングのみの症例は156例であった。妊孕
性温存の方法としては、男性：精子凍結381例、
精巣生検6例、不明3例 
、女性：卵子凍結181例、卵子+胚凍結7例、 
胚凍結160例、卵巣組織凍結38例、 GnRHa 5例、
不明14例であった。これまで登録されている妊
娠症例274例、327回妊娠の内訳は以下の表のと
おりであった。各都道府県のJOFR登録率は大き

な差異があり、最も高い県で人口10万人あたり
約12例だったが、多くの都道府県で人口10万人
あたり1例未満であり、支援体制の地域差が示唆
された。 
 
 
Ｄ.考察 

2021 年 4 月依頼、順調に登録施設数がのび登録

制度が走り出している。凍結検体によらない妊

娠が相当数存在することも明らかとなっており、

これまでの凍結実施数から見た調査では拾われ

てこなかった実状が明らかになっている。 
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